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当の本人たちは,その物語については何も知っていない.」 (HASKELL FAIN, Between
















































問題とに分けている(p- 77).またThe limits of histoical knowledge (in Essays in















の上で最も整った一般的歴史叙述として, Oxford History of Englandのシリーズの第1巻
にあたる, Roman Britain and the English Settlement 1936を挙げることができよう.こ
れは彼とJ. N. Myresの共著で,彼はその中のBook I-IVを分担執筆している.真数から
すると,全体の約3/Iに相当する.触k Iローマ征服前のブリテン, Book H征服時代, Book






てゆくことが是非とも必要であると考える.すなわち,まずOxford History of England
(以下OHEと略記)の原型ともみられるRoman Britain, 1923. (以下RBと略記)につ




像を論じている.またSpeculum Mentis, 1924 (以下SMと略記)のプロローグで述べて
いるヨーロッパ精神の展開の概略も, Idea of History, 1946. ed. Knox (以下IHと略記)
に収録されているヨーロッノヾ史学史の叙述(歴史の概念についての歴史的,批判的素描)や,





















































































































































































































状態an historical state of thingsの中に蔀入されたPlの,変らない残りを留めている」ー
この命題については,後で詳しく論じることとして,こゝでは,コリングウッドが述べてい
ることを今少し追ってみると,上記の命題中の独特の意味をもった,蔀入れという現象につい
て,これは決して漠然とした,不明確な概念ではないとして次のような例を挙げている.なお
例題名は私が便宜上つけた.
例1.喫煙の習慣について:タバコを喫っていた人が,ある時,喫うのを中止した.しか
し,喫いたいという彼の欲求は依然として残っている.この人の禁煙生活での,この欲求こそ
が,彼が「覇入れされた」と呼んだものである.これは生残り,効果を生む.しかしこの効果
は,この人が禁煙する以前のものと同じではない.すなわち,喫みたいという欲求は,満たさ
れない欲求の形で存続しているのである.
だから後日この人がタバコを喫った場合,決して禁煙しなかったということを証明するには
及ばない.彼は欲求を失っていなかったからそうなったのであり,その欲求が満たされない理
コリングウッドの歴史叙述
由が消えれば,再びそれを満たすようになるのである.
59
例2.戦争好きな国民とその子孫について:好戦的国民が,その歴史の中でのある危機に際
して,全く平和的な国民-転向したと仮定すると,第1性代では,行為としての戦争は中止し
たけれども,好戦的な衝動はまだ生残っている.しかし,これをさらに厳しく規制してゆく
と,すべての人間が全く,平和的に行動するようになる.かくして,この他代の人々が,その
子供たちの道徳教育を行う時,戦争という禁じられたたのしみにふけってはならぬと,用心
深く子供たちに話すだろう. 「でも,戦争って何んなの,お父さん」と子供が聞けば,父親は
戦争の罪悪を強調しつつ,しかし(全然彼の意志に反して)戦争は続いている間は壮大なこと
であり,やるべきではないということを知らなければ,彼も再度隣国と勇んで戦うだろうと無
邪気な子にやさしく話してやる.そこで子供はすべてを承知する.すなわち,戦争とは何かを
知るだけでなく,勿論悪いことには違いないが,それが壮大なことであることも知る.しかし
彼らが大きくなったら,その子供たちにこのことをすべて伝える.このようにして,教育によ
る制度や風習の追放,禁止やそれに対する欲求を抑圧することを含めての道徳的疎念の伝達
は,欲求自体の同時的伝達をも伴うのである.ある場合には,禁止事項の記憶を生かしておく
と同時に,その欲求をも生かしておく伝統が絶えてしまうかも知れぬ.こうした伝統の消去
は,もし新しい思考や行動の方法が改革者自身成功とみなして満足すべきものであることが分
れば,非常に速められるだろう.また反対に,新しい恩考や行動の方法が,巧く成功しない場
合には,先に拾られた旧い方法は心残りをもって記憶され,その栄光ある伝統はしっかりと生
きていることが分るだろう. (未完)
(昭和45年9月29日受理)
